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河原田地区都市計画マスタープラン地域・地区別構想の決定案の縦覧結果 

 

 

○決定案の縦覧結果について 

縦 覧 期 間  令和２年１０月２１日（水）～ 令和２年１１月４日（水） 

縦 覧 場 所  都市計画課、河原田地区市民センター 

縦 覧 者 の 数               ６名 

意 見 書 の 数               ２件 

 

 

○意見の内容と意見に対する考え方（要旨） 

意見の内容 意見に対する考え方 

 
 
１．交通渋滞の発生している食品加工団

地から国道２３号線に出る交差点に
右折レーンの新設 

 
 
１．渋滞交差点の改良については、市内でも特

に渋滞の激しい交差点から順次改良等を行
っており、現在、赤堀山城線と阿倉川西富
田線の交差点や松本街道と西浦通りの交差
点で交差点改良事業を進めています。 

１．今後の整備については、全市的な視点で道
路整備方針を定め、それに沿って対策を進
めていくこととしております。 

 
 

 
 
２．市指定避難所である農芸高校への進

入道路の拡幅 

 

 
 
２．県道四日市鈴鹿線から農芸高校への道路沿

いには住宅が並んでいます。このため、道

路の拡幅等は考えておらず、有事の際の指
定避難所までの資材等の輸送については、
通行可能な車両を使用するなどの対応を行
ってまいります。 
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３．楠地区から内部地区に向けて避難道

路として環状１号線の未着工部分の
早期実現に向け県に働きかけてほし
い 

 
 
３．市内には、未整備の都市計画道路も多く、

全市的な視点から整備効果を判断し、計画
的な整備を進めていく必要があります。こ
のため、現在、都市計画道路の具体的な整
備の進め方について、便益や費用などの検
証を行っており、令和２年度中に整備のあ
り方を示す道路整備方針を策定する予定と
しています。 

３．都市計画道路については、この計画に沿っ
て推進計画に位置付け、計画的に事業を進
めていきます。 

 
 

 
 
４．環状１号線開通による 
A．小学校校庭縮小問題、対策急ぐ 
B．畑、山地の開発活用法 

 
 
４．環状１号線の計画幅員（約16m）の一部が

河原田小学校校庭内を通る計画となってい
ますが、現段階で事業化は予定されていま
せん。 

４．ご意見の内容につきましては、将来の事業
化にあたっての課題であると認識させてい
ただきます。 

 
 

 
 

５．警察官舎取り壊し、跡地の活用（地
区に開放） 

 

 
 

５．旧河原田待機宿舎（警察官舎）は、三重県
が所管しており、売却処分が予定されてい
ると認識しています。 

 
 

 


